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現

代

支

那

肚

會

論

小

竹

文

夫

緒
言
一

一
、
封
建
的
壮
會
読

へ
の
抗
議

二
.
封
建
杜
會
の
特
徴

本
論
1

⊥

、
地
方
割
標
的
政
治

二
、
封
土
制

三
、
身
分
階
級

四
、
領
地
経
濟

五
.
制
限
的
自
由

六
、
封
建
的
風
尚

結
言
-

支
那
歴
史
の
時
代
陵
分
と
現
.代
肚
會
の
性
質

絡

口

一

支
那
封
建
的
肚
會
論

へ
の
抗
議

現
代
支
那
社
倉

の
性
質

乃
至
繧
臍
嚢
達
階
段
上
に
於
け
る
現
代
支
那
の
地
位
に
關
し
て
は
從
來
か
ら
種

た
な
る
意
見

の
並
立
が
あ

り
,
今
日
と
難
も
術

ほ
定
説
を
得
な
い
有
様

で
あ
る
が
、
之
等

の
詰
論
を
要
約
す
れ
ば
大
鑑

に
封
建
的
靴
會
論
及
び
特
殊
肚
會
説
の

二
つ
と
な
る
や
う
で
あ
る
。
此
の
外
、
資
本
主
義
肚
會
論
も
あ
る
が
、
国

民
の
八
割
が
農
民
で
あ
り
、
近
代
的
機
械
の
少
な
い
現
代

支
那
の
實
状
か
ら
は
到
底

承
認
し
難

い
の
で
あ

っ
て
、
實
は
最
初
か
ら
齢
り
有
力
な
意
見

で
は
な
か

っ
た
。
特
殊
壮
會
論
は
更
に
ア

現

代

支

那

肚

會

論

策

一
巻

六
九

第

一
號

六
九

・



凹

し

現

代

支

那

肚

曾

論

策

一
巻

七
〇

第

一
號

七
〇

ジ

7
的
生
篠

式
肚
會
設
、
官
僚
的
前
資
本
主
護

禽
訟
等

の
諸
説

に
分
れ

る
の
で

あ
る
が
、
之
等

に
封
し
て
今
日
最
も
有
力
な
る
「

は
封
建
的
肚
會
論
で
あ

っ
て
、
支
那
を
論
ず
る
程

の
者

が
意
識
的
に
無
意
識
的
に
多
く
好

ん
で

「
封
建
的
」

の
語
を

口
に
す
る
如
く

恰
も

}
種
定
論
と
な
れ
る
か
の
観
を
呈
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
支
那
論
は
自
ら
此

の
封
建
的
肚
禽
読
の
吟
味
が
論
黙

の
中
心
.

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

然
る
に
封
建
的
社
倉
論
者

の
言
ふ

「
封
建
的
」
な
る
意
義

に
關
し

て
は
未
だ
明
確
に
之
を
指
示
し
た
も
の
な
く
、
西
洋
の

聞
①
口
α
巴

Qり
く
ω
冨
ヨ
.
ぴ
①
滞

コ
。・
≦
①
ω
①
昌

日
本

の
武
家
時
代
制
度
等

に
共
通
し
た
概
念

と
も
考

へ
ら
れ
る
が
、
後
に
述
ぶ
る
如
く
之

と
も
異

っ
て

居
り
、
そ

の
果
し
て
政
治
的

現
象
な

の
か
経
済
的

現
象
な

の
か
將

叉
、
杜
會
的
現
象
な

の
か
頗
る
廣
義
漠
然
、
意
義

の
曖
昧
を
免
れ

ぬ
の
で
あ
る
。
尤
も
文
化
は
棉
互
聯
關
性
を
育
ち
、

強
い
て
斯

の
如
く
匿
則
し
得
る
も

の
で
な
く
、
叉
画
馴
し
得
る
と
し
て
も

一
聯

の
系
列
と
し
て
考

ふ
べ
き
も

の
と
す
る
も
、
少
く

と
も

「
封
建
的
」
な

る
語
句
を
用

ふ
る
以
上
、
封
建

の
原
義

に
即

し
て
考

へ
ら
れ

る
べ
き
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
言

ふ
ま

で
も
な

い
で
あ
ら
う
。

抑

々

「
封
建
」
な
る
語
句
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
支
那
で
出
来
た
言
葉

で
あ
っ
て

「
封
」
字
は
土
を
小
高
く
盛
上
げ
.
そ
の
上
花
樹

木
を
植

え
た
形
が
原
義
と
さ
れ

て
み
る
。
支
那
で
は
昔
か
ら
天
界
を
支
配
す
る
帥
、
天
-1

帝

と
も
い
ふ
一
1

に
封
し
て
地
殻
を
支

配
す
る
紳
が
あ
り
,
之
を
地
1
-
-
后
土
と
も

い
ふ
I
t
と
構
し
た
が
,

地
は
地
殻
全
罷
を
支
配
す
る
神
で
あ
っ
て
、
此

の
外
地
殻
の

各
部
分
部
分
を
司
る
聯

が
あ
っ
た
.

こ
れ
が
所
謂
方

で
あ

っ
て
、

恰
も
天
の
外
に

天
界

の
各
部
を

司
る
諸
神
が
あ
っ
た
と
似
て
み

た
。
此
の
方
-
一
こ
れ
を
後

に
杜
と
も
土
地
神

と
も

い
ふ
-一

を
祭
る
爲

に
そ

の
土
地

の
.一
定

の
神
聖
な
り
と
さ
れ
る
場
所
を
逡
ん

で
土
を
盛

り
特
殊

の
神
聖
な
り
と
さ
れ
る
樹
木
ー
ー
殿

で
は
松
、
周
で
は
柏
i
ー
ー
を
植
え
る

一
種

の
宗
教
的
儀
式
が

「
封
」

で
あ
っ

■



、隔馨

藩

黌

嘉
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驚
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単
襲

墨
導
澤
・
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暇
{
.需蓄

三

ト雌藝

・
..

マ

馳

た

の
で
あ
る
。
.祭
祀
擢

と
支
配
樺

と
が
同

一
で
あ

っ
た
古
代
に
於
て
は
此
の

「
封
」
す

る
こ
と
は
主
構
者
か
ら
與

へ
ら
れ
た
土
地
が

.

自
己
の
領
有
た
る
と
と
を

表
示
確
認
す
る
こ
と
に

外
な
ら
す
、

斯
く

て
其

の
土
地
に
國

を
・建

て
る
こ
と
が

「
建
」

の
意
味

で
あ
っ

た
。
從

っ
て

「
封
」
と
元
来
は
同

㎝
字
で
あ

っ
た
と
考

へ
ら
れ

る

「邦
」
が
國
を
意
味
す
る
の
も
此
の
爲

で
あ
る
。
因

に
天
下
全
艦

を
領
有
す
る
者
は
戻
と
共

に
地
を
祭
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
後
世
之
が
天

子
の
特
撞
と
さ
れ
た

の
も
之
に
依

る
。

以
上
が

「
封
建
」

の
始
原
的
意
義

で
あ
る
が
、
斯
の
如
き
現
象
が
…貫
際
支
那
に
見
ら
れ
た
の
ば
殿
末
か
ら
周
代
ま
で
、
否
、
田
代

で
も
中
業

後

は
飴
程
宗
教
的
意
味
が
薄
れ

て
み
る

の
で
あ
る
。
從

2

、
懇

崖

蓮

と
い
を

と
に
な
れ
ば
・

西
洋

の

岡
Φ
鼠

巴

。。
℃
の
け①
・コ
』

①
ゴ
①
口
・,
毛
Φ
ω
ゆ
β

日
本
武
家
時

代
の
制
度
と
も
異
な
り
、
支
那
葎

の
現
窪

笈

ら
ぬ
が
、
呆

の
武
家
制
票

疋

封
建
躍

。
呼
ば
れ
摂

の

閃
Φ
蝿
伍
恥
多

、の
・つ
曇

蕪

　

　

　

に
封
旗
一裂

の
隷

書

て
ら
れ
豪

く
　
。
通
罷
-
蓬

」
と

い
き
ρ
時
は
少
ぐ
、と
紘
、
之
等
三
者

に
共
迎
若
く
は
近
似

の
婁
、素
を
含
ん
だ
.概
念
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
.う
・

今
便
宜
上
、
経
済
學
鰹
典

(岩
披
版
)
の
封
建
制
度

の
項
、

西
洋
封
建
棚
度

の
意
義

(
晒
鯨
靱
三
)
を
見
る
に
「
封
建
制
度
と
ば
君
臣
主

従
の
身
分
的
關
係
が
封
土
な
る
物
的
関
係
を
羅

と
し
て
結
ば
る
弟

世
讐

路

霧

齢
で
あ
る
」
と
あ
軌

呆

の
蓬

制
度

ヘ

マ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

へ

を
本
庄
博
士

の
日
本
経
済
史
概
説
に
見
る
に

「
封
建
な
る
語
は
郡
縣

に
封
ず
る
も

の
で
あ
る
。
中
略
上

に
形
式

上
の
主
椛
者

あ
り
、

.全
馨

地
に
諸
侯
が
あ
っ
て
之
に
臣
従
す
.窓

諸
蔭

各
量

定
の
土
地
を
占
領
し
、
例
外
の
場
合
藤

く
の
外
そ
の
封
支

署

婁

統
治
し
、
そ
の
震

内
に
於
け
る
人
民
は
臣
下
と
し
て
諸
侯
に
服
従
し
て
そ
の
垂

を
暮

で
み
る
・
而
し
て
嚢

の
下
に
は

更
に
家
臣
が

一
定

の
土
地
を
受
げ
て
其
封
土
人
民
を
治
む

る
こ
と
諸
侯

の
場
合
と
同
様

で
あ
る
。
か

く

の
如
く
封
建
制
度
は
上
下
相

貫
の
、履

關
係
と
封
土
關
係
と
を
以
て
羅

す
・薪

の
も
の
で
あ
っ
て
,
・
の
人
的
關
係
と
土
地
關
係
・
は
封
籍

磨

蹴
る
可
か

現

代
.
支
、那

肚

會

論

策

「
巻

七

一

第

「
號

七

一

P
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現

代

支

那

肚

會

論

策

一
巻

七
二

第

一
號

七
二

ら
ざ
る
.要
素
を
寫
す
も
の
で
あ
る
」

と
な

っ
て
居
り
、
斯

る
封
建
制
度

の
意
義
は
實
は
我

々
が
從
來
普
通

℃
理
解
し

て
ゐ
セ
折

こ
生

な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。
本
庄
博
士
が
封
建
を
以

て
郡
縣

に
饗
す
る
語
と
さ
れ
る

の
は
素
よ
り
之
を
政
治
現
象
と
解
さ
れ
る
か
ら

で
あ
り

從

っ
て
封
建
な

る
言
葉

の
有

つ
根
本
的
概
念
と
し

て
は
少
く
と
も
君
臣
主
從

の
人
的
關
係

と
封
土
な
る
物
的
關
係
を

二
大
要
素
と
す

る
文
台
見
爽
と
講
ず

二
と
博
呂
樽

5
p
う
3
う
6
・

止

¢
半
影
跳
莇
濫
蕩
舅
に
剰

涛
艘
撃
瑞
努
力
封
建
若
く
は
封
建
眺
経
済
現
象
、
肚
會
現
象

が
封
建
若
く
は
封
建
的
肚
會

現
象

で
あ

っ
て
、
総
じ
て
斯
か
る
肚
會
を
封
建
若
く
は
封
建
的
肚
會
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
來

る
で
あ
ら
う
。
尤
も
封
建
的
肚
會
論
者

の
言
ふ
封
建

「
的
」

の
意
味
は
類
似
若
く

は
近
似
封
建
的
の
意
味

の
や
う
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
そ
の
内
容
は
.原
義

の
封
建
な
る
現
象
よ
り

導
か
る
べ
き
で
あ
る

は
言

ふ
迄
も
な

い
。

二

封

建

的

計
　
會

の

特

徴

元
來
封
建
制
度
は
全
く
地
方
割
振
的
民
族
部
落
若
く
は
之
に
類
似
す
る
荘
園
的
形
態
が
潮
吹
に
中
央
集
権
的
肚
會
た
ら

ん
と
す
る

過
渡
期
に
起

つ
た
政
治
形
態

で
あ
っ
て
、
部
族

の
酋
長
や
猫
立
的
武
装
荘
園

の
領
主
が
そ

の
武
力
に
よ
っ
て
頗
る
強
大
を
致
し
、
他

の
酋
長

.
領
主
を
厭
　し
て
最
有
力
に
な

っ
た
が
,
樹
ほ
至
國
を
統

一
支
配
す
る
程

の
實
力
を
有
し
な
い
と
き
に
起

つ
た
の
で
あ
る
ゆ

ま
れ
で
形
式
上
は
上

に
主
構
者
が
あ
り
ー
ー

西
洋
で
は

閑
冒
ひq
欄
内
α
三
αq
、

日
本

で
は
征
夷

人
將
軍
、
支
那
の
殿
代
で
元
后
、
周
代

で
天
子
或
は
王
専
一

i
實
質
的
に
は
各
地
方
に
領
主
I
I

西
洋

で

=
①
匿
、

日
本

で
守
護

・
地
頭

・
大
名
、
支
那

の
殿
代

で
群
居
、

周
代
で
諸
侯
等
i

が
あ
り
、
緩
慢
な
る
統
制

の
下
に
地
方
割
擦
的
歌
態
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
主
構
者

と
領
主
と
の

關
係
は
名
目
は
君
臣
で
あ
り
、
領
主
は
主
樺
者

よ
り
封
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
φ
る
が
、
そ
の
統
制
力
は
漸
く
會
盟
、
参
覲
を
爲
さ
し
む



る
程
度
に
過
ぎ
た
が
っ
た
。
最
も
中
央
集
権
的
で
あ
う
た
徳
川
封
建
さ
え
.
直
接
家
庭
が
封
ピ
た
各
藩
の
領
主
は
所
謂
譜
代
大
名
だ

け
で
あ
っ
て
、

外
様
大
名
の
存
在
は
結
局
そ
の
従
来
か
ら
の
所
領
に
安
堵
す
る
を
認
め
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
で

領
地
と
そ
多
い
が
主
模
者
も
政
治
的
に
は
亦
一
個
の
大
領
主
で
、
自
己
直
轄
の
土
地
を
有
し
た
。
周
の
主
畿
、
徳
川
の
天
領
左
ど
副

ち
と
れ
で
あ
る
。
領
地
は
西
洋
で
は
匂
昂
F
H
h
E
巾ロ.

日
本
で
は
所
領
・
知
行
地
、
支
郊
で
は
封
地
・
采
邑
な
ど
言
は
れ
、

と
れ
も

形
式
的
陀
は
一
臆
主
権
者
の
領
有
と
し
て
領
主
に
分
典
し
た
も
の
で
あ
り
、
資
質
的
に
分
輿
さ
れ
た
る
土
地
は
そ
の
人
民
と
共
に
完

全
に
領
主
の
領
有
す
る
と
と
ろ
で
、
主
様
者
の
支
配
力
は
殆
ん
ど
比
の
内
部
に
及
ば
ぬ
の
で
あ
る
。

そ
と
で
君
臣
主
従
の
人
的
関
係
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
が
‘
先
づ
主
樺
者
と
領
主
と
の
閥
係
に
就
い
て
成
る
程
主
権
者
の
領
、
王
統
制

カ
は
薄
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

定
に
角

形
式
上
は
領
主
ど
封
じ
た
主
格
者
で
あ
り
団

武
力
に
於
て
も
漬
か
陀
他
の
領
軍
を
凌
ぐ

品
収
高
の
資
力
者
竹
田
め
っ
た
。

ー
で
ど
で
刑
訴
の
関
係
以
去
ら
君
回
全
品
引
の
関
係
た
ら
ざ
る
を
得
予

徳
川
時
代
の
如
き
は
諸
大
名
が
腕

軍
陀
劃
し
て
服
従
と
忠
勤
を
誓
ひ
、
将
軍
よ
り
は
武
家
諸
法
度
を
遵
奉
す
べ
き
と
止
を
命
じ
た
の
で
あ
る
匂

と
れ
上
毅
の
第
一
失
的

君
臣
主
従
闘
係
で
あ
る
が
、
重
要
な
る
は
寧
ろ
各
領
主
の
領
内
に
於
て
領
主
と
家
臣
、
家
臣
と
更
に
そ
の
従
者
と
の
聞
に
結
ぼ
れ
た

第
二
夫
的
第
三
次
的
君
臣
主
従
の
閥
係
で
あ
る
。
斯
か
る
下
級
の
君
臣
主
従
関
係
が
出
来
た
の
は
主
権
者
の
支
配
力
が
領
主
の
領
内

土
地
人
民
陀
及
ば
な
か
っ
た
営
然
の
結
果
で
あ
る
。

領
主
陀
は
そ
の
領
地
の
大
小
等
に
よ
り
諸
種
の
階
叡
が
あ
っ
た
、
郎
ち
西
洋
で
は
ロ
E
H
S
{
国
耳
目
崎
)
岨
忌
白

2
5叩
(
宮
司
5
3
3・

。DEロ
沖
合
E
0・
ヨ
白
円
。
ロ
ロ
丹
(
ざ
お
E
3
其
の
他
∞
白
円
D
P
∞
叩
-
岡
田
巾

E
F
司

3
5
2『
等
、
徳
川
時
代
で
は
大
名
・
小
名
、
周
代
で

は
公
・
侯
・
伯
・
子
・
男
(
仙
一
一
常
務
一
と
)
等
で
、

。
口
町

0
2
0目
。
同
)
以
下
さ
印
円
。
ロ

E
2
E同
E
O
が
大
領
主
、
回
白
円
。
ロ
以
下
が

現

代

支

那

枇

曾

論

第
一
巻

七

第
一
披

七



,

現

代

支

那

肚

曾

論

策

一
卷

七
四

第

一
號

七
四

小
領
主
、
「大
名
は
知
行
高
十
萬
石
以
上
、
小
名
は
十
萬
石
以
下
、
公
侯
は
傅
読
的
に
は
方
百
里
、
伯

は
方

七
十
里
、
子
男
は
方

五
十

里
と
さ
れ
た
。
樹

ほ
大
領
主

と
し
て
の
主
催
者
が
徳
川
將
軍
に
於
て
入
百
萬
石
、
周
王
に
於
て
方
千
里
と
さ
れ
た

と
止
は
他
の
領
主

と
の
比
較
を
示
す

一
例
で
あ
る
。
主
権
者
を
も
含
め
た
之
等
領
主
は
そ

の
大
小
高
下
に
拘
ら
す
何
れ
も
亦
自
己
に
臣
従
す
る
家
臣
を

有
し
た
。
帥
ち
西
洋

の

図
三
αq
葺

(田
羅

ご
、

徳
川

の
上
輩

・
徒
士

・
足
軽
、
間
代
の
辮

。
大
夫

・
上
等
之

で
,
支
那

で
は
周

王
に

寵

す
る
畢

轟

夫

夫

⊥
芝

標
し
た
が
、
徳
川
で
は
薄

窟

の
王
難
挺

に

之
を
旗
本

庭

士
.
轟

濤

家
人
と
嘗

た
。

こ
れ

が
第

二
次
的
君
臣
主
従
關
係

で
あ
っ
て
、
臣
從
た
る
も

の
は
そ

の
主
君
に
謝

し
絶
対
的
な
服
従
忠
勤
の
義
務

が
あ
っ
た
。

西
洋

に
於
て
は

歪

α・
三

[含

「
)
が
主
君

と
給

金

從
關
係
は
轟

の
誓

a
。
昌
暑

①
為

.印
・
印
)
を
以
て
行
は
れ
た
。
而
し
て
之
等

家
臣

の
上
級
な
狂
者

は
更

に
自
己
に
從

ふ
従
者
を
有
ち
、
そ
の
間

に
第

三
次
的
主
從
關
係
を
作

っ
た
。
部
ち

囚
三
四
暮

島
葦
ゆ
二

に

於
け
る

ω
ρ
巳
「
①
念
達
亀
田
Φ
。
葺
),

上
輩

に
封
ず

る
足
軽

・
中
間
、

卿
大
夫

に
封
ず
る
土
筆
之
で
、
之
等

の
間

に
亦
密
接
な
る
主
従

の
關
係
が
結
ば
れ
た
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
な

い
で
あ
ら
う
。

之
等

の
第

二
史
的
第

三
次
的
主
従
關
係

に
於
け
る
従
者
は
直
接
自
己
の

所
属
す
る
主
君
に
封
し

て
は
直
接

の
臣
下
で
あ

っ
た
が
、
主
根
者
に
聾
し

て
は
陪
臣
叉
は
陪
臣
の
臣

で
、
素

よ
り
直
接
の
服
眠
關
係

は
無
か

っ
た
。
要
す

る
に
上
下
を
貫
く
階
級
的
服
従
關

係
、

之
が
君
臣
主
従
の
人
的
關

係
の
意
味
な
の
で
あ
る
。

封
土
な
る
物
的
關

係
と
は
既
述
の
如
く
全
國

の
土
地
は

一
恋
主
模
者

の
所
有
と
し
て
之
が
更
に
封
土
の
形
態
を
以

て
各
領

主
に
附

興
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
之
が
第

一
次

の
封
土
關
係
で
あ
っ
て
、
か
の
第

一
次
的
君
臣
主
從
關
係
に
対
比
す
る
も

の
で
あ
り
、

謂

は
ば
領
主
の
主
樺
者
に
封
ず

る
人
的
服
従

の
代
償
と
し

て
與

へ
ら
れ
た
物
的
基
礎

で
あ
る
。
領
主
は
此
の
封
土
即
ち
領
地
を
以

て
更

に
自
己
に
臣
従
す
る
者

に
與

へ
る
。

こ
れ
が
第

二
次
的
封
土
關
係
で
あ

っ
て
、
亦
か
の
第

二
次
的
人
的
關
係
に
謝
す
る
物
的
關
係
で



c
f
m宮
町
叫
ん
話
?
ル

あ
る
と
と
一
言
ふ
ま
で
も
注
い
で
あ
ら
う
。
家
巨
ぱ
亦
之
を
下
叡
の
自
己
従
者
に
典
へ
る
。
之
が
第
三
次
的
封
土
開
係
で
あ
り
・
第
一
-
一

共
的
人
的
関
係
に
到
す
る
。
従
っ
て
封
土
は
之
を
興
へ
る
者
と
受
け
る
者
去
の
人
的
関
係
自
ち
目
下
の
主
君
陀
針
す
る
忠
誠
山
崎
従
の

義
務
と
関
聯
し
た
も

ω
で
あ
り
、
若
し
臣
下
が
此
の
義
務
を
湖
さ
な
い
と
き
に
は
取
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
換
-
す
す
れ
ば
受

封
者
は
之
を
使
用
枚
目
卦
及
び
制
捜
す
る
と
と
も
出
来
た
が

結
局
完
全
な
る
良
一
4
4
慌
を
有
し
な
い
一
一
間
特
別
の
借
地
開
係
に
在
る
土

地
、
ク
一
が
封
土
の
性
質
で
あ
っ
て

斯
か
る
土
地
占
有
の
形
式
が
上
下
鴇
庇
か
の
階
段
を
治
し
、

対
ん
ど
全
閣
を
蔽
ふ
て
ゐ
た
の
で

あ
る
。
但
‘
徳
川
時
代
で
は
上
輩
以
上
は
知
行
即
ち
封
土
を
有
し
た
が

そ
れ
以
下
は
切
米
即
ち
特
定
相
の
日
米
ヲ
一
は
扶
持
米
の
何

人
分
か
を
給
興
す
る
俸
燥
に
左
っ
た
。

即
ち
大
多
政
主
占
む
る
下
汲
の
武
士
が
俸
給
生
活
者
化
じ
た
と
?
に
は
封
土
を
る
土
地
主
通
じ

て
行
ぽ
ス
w
L
封
建
除
問
。
続
出
刊
な
物
訂
『
の
も
の
で
お

t

判山一
7
4
7
L
J
J
廷
の
m

A
に
に
大
nUA
離
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
れ
が
封
土
の

州
判
例
制
係
な
る
定

H
t
わ
る
引

以
上
人
的
及
び
物
的
閥
係
を
二
大
安
素
と
し
た
政
治
形
態
乃
至
は
制
度
に
作
い
っ
て
政
治
上
吃
も
経
消
と
・
社
合
上
に
も
特
殊
な
る

現
象
が
あ
O
た
。
例
へ
ば
政
治
的
に
は
す
吏
と
軍
人
の
身
分
が
同
一
で
あ
っ
て
、
且
之
を
持
味
の
身
分
階
品
川
が
濁
占
世
襲
し
土
地
に

定
着
し
て
ゐ
た
。

又、

一
般
人
は
政
治
上
人
格
の
自
由
が
認
め
ら
れ
歩
、
所
有
権
が
確
立
し
て
ゐ
ι
な
か
っ
た
。
即
ち
農
民
は
他
人
の

封
地
を
耕
す
隷
同
衰
の
地
位
に
在
り
、
そ
の
納
む
る
租
税
は
一
援
の
小
作
料
で
あ
っ
て
、

此
の
外
諸
極
の
勢
役
一
民
放
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
、
且
そ
の
小
作
も
農
民
の
自
由
意
思
に
よ
る
契
約
に
よ
っ
た
も
の
で
は
左
か
っ
た
。

経
済
的
に
は
地
方
割
譲
的
封
建
政
治
に
於
て
は
経
済
の
草
位
も
自
ら
地
方
的
陀
七
な
ら
ざ
る
を
得
十
、
所
謂
領
地
経
済
乃
至
は
領
主

の
居
城
を
中
心
と
し
て
出
来
た
城
下
町
を
中
心
と
す
る
都
市
経
済
で
あ
っ
て
、
農
業
が
主
た
る
産
業
で
あ
り
、

工
業
は
家
内
的
手
工

現

代

支

部

此

合

論

第

智

七
五

第
一
一
抗

七
五



一

昌

現
洲
代

支

那

ゴ肛
含
・
論

集

一
卷

七
山ハ

第

一
號

七
⊥八

葉
、
商
業
も
比
較
的
小
規
模
で
あ
り
、
商

工
業
何
れ
も
猫
占
的
ギ

ル
ド
組
織
を
作
っ
た
。
素
よ
り
貨
物

の
商
品
化
低
度

で
あ
り
,
之

が
交
易
は
多
く
特
定
の
市
に
於
て
な
さ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
從

っ
て
商

工
業

に
よ
る
資
本

の
集
積
多
か
ら
す
、
貨
幣

の
流
通
も
少

な
か

っ
た
。

肚
會
的

に
は
士
農

工
商
.の
別
が
嚴
重
で
あ
り
、
士
は
武
士
で
あ

っ
て
腰
に
刀
を
帯
び
尚
武

の
風
が
あ
っ
た
。
又
,
上
層
に
於
け
る

三
歪
異
ぞ

.(
匠
李

髭

一
ヂ

G
F

F
、
-禾

吾

ノイ
r

F
ゴ
ト
、遊
.三

ノ
ご
一手
聖

一
ノイ
罠

巨
万
「
.牽
.来

コ

⊂
省
星

α
梓
腋
～
柔

し
た
。
叉

一
般
に
義
理
が
重
ん
ぜ
ら
れ

て
復
讐
が
美
徳
と
さ
れ
、
肚
會

の
尊
崇
が
富

に
朝
宗
す
る
よ
り
寧
ろ
身
分
に
向
け
ら
れ
て
み

た
。其

の
他
数

へ
上
げ
れ
ば

省
ぼ
幾
多
の

特
徴
を
擧
げ

る
こ
と
が

出
來
る
が
、

こ
れ
等
を
要
約
し
て
少
く
と
も
基
本
的
封
建
肚
會
は

(
一
)

地
方
割
擦
的
政
治

(主
権
の
分
割
)
,

(
二
)
封
土
制

(
土
地
保
有
形
態
)、

(
三
)
身
分
階
級

(武
士
の
存
在
)、

(
四
)
領
地
経
済

(
経
済
箪
位
の
狭
域
)
,
(
五
)
制
限
的
自
由

(人
格
、
所
有
、
交
易
、
思
想
)、
(
六
)
封
建
的
風
樹

(
尚
武
、
服
従
、
復
讐
)
等

の
諸
顯

に
特

徴
が
あ
っ
た

と
構
し
て
良

い
だ
ら
う
。

本

論

前
項
に
列
塁

し
た
封
建
的
肚
會

の
特
徴

に
照
し

つ
玉
之
を
支
那
砒
會
と
封
比
し
て
見
る
。

一

地

方

割

標

的

政

治

.

支
那
で
地
方
割
糠
的
封
建
に
封
ず
る
中
央
藻
椹
的
郡
縣
政
治
が
敷
か
れ
た
の
は
早
く
薬
代

の
こ
と
」
さ
れ
る
。
尤
も
薬
代
は
極
く



畢

短

期

で
あ
り
、
次

の
漢

代
が
郡
国
制
度
即
ち
郡
縣
封
建
併
用

の
制
を
探

っ
た
如
く
秦
漢

は
實
際

に
は
牟
封
建

で
あ

っ
た
が
,
兎
に
角

.

郡
縣

と
い
ふ
こ
と
は
早
く
か
ら
言
は
れ

て
居
り
、

こ
の
と
と
は
官
吏
登
用
試
験
た
る
科
畢
が
亦
早
く
唐
代
の
初
め
か
ら
行

は
れ
た
と

と

」
併
せ
考
ふ
ぺ
ぎ
で
あ
る
。
尤
も
唐
代
の
科
學
は
大
腿

に
貴
族
仲
間

の
み

の
試
験

で
,
自
由
な
る
人
材
の
登
用

で
は
な

か
っ
た
が

兎

に
角
試
験
に
よ

っ
て
官
吏
を
任
命
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
後

に
述

ぶ
る
如
く
唐
末

に
支
那

の
身
分
階
級
的
貴
族
が
沿
…滅
し
た
爲

宋
代
か
ら

の
科
基
は
全
く
の
平
民
有
能
春
抜
擢

と
な

っ
た
。
平
民
か
ら
抜
擢
さ
れ
た
者
は
身
分
的
貴
族
官
吏
と
異
な
り
、
如
何
に
大

.

官

に
な

っ
て
も
天
子
と
の
地
位
は
元
来
隔
絶
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
荘

に
宋
代
以
來

の
君
主
専
制
が
形
成
さ
れ
る
原
因
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
、
斯
か
る
崇
高
な
る
猫
裁
天
子
に
よ
っ
て
抜
擢
任
命
さ
る

玉
地
方
官

が
天
子

の
覊
束
を
離
れ

て
勝
手
に
振
舞

へ
る
筈
が
な

く
、
之
を
史
貨

に
徴
し
て
も

一
朝
天
子

D
萢

を
夫

つ
セ
大
ぎ
ょ
忽
ち
そ

D
哉
を
冠
響
ら

先
モ
門

こ
誕
士
ら
「る
」
皆
も
多

八
つ
亡
。
寿

.

」
,
.
-一

一
-
「,
一
「
一
,

し
耳

,
.泥.'
}
1
貞
弓
「7'
.げ〔
厚
『
.晶
一

二4
1
〆ノニ
翼

ゾ
プ

督

戦

で
は
総
督
巡
撫

の
動
く

…
省
若
く
は

三
省
を
管
轄
す
る
杣
方
大
官
は
素
よ
り
.
そ
れ
以
下
の
地
方
官

聴
で
も
中
央
官
鷹

に
隷
踊
し

て
居
る
の
で
は
な
く
て
天
子
に
直
隷
し

て
居
り
、
重
要
政
務

に
就

て
は

一
々
奏

上
し

て
そ

の
勅
裁
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ

の
地
方
在
任

の
期
間
も
官
吏
候
補
者
が
多
か

っ
た
爲
、

一
般

に
頗
る
短
期
で
あ

っ
た

の
み
な
ら
す
、
総
督
巡
撫

で
も
鄙
令

一
本

で
自

-由

に
交
迭
さ
れ
、
叉
免
職
さ
れ
た
こ
と
寧
ろ
驚
く

べ
き
程
で
あ

っ
た
。
明
末
清
初

の
大
星
者
顧
炎
武
は
支
泓

の
官
吏
が
斯

か
る
浮
草

、稼
業
に
な

っ
た

の
は
早
く
階
代

の
郷
官
魔
止

に
讒
し
て
み
る
と
言

っ
て
み
る
。
郷
官
と
は
そ

の
土
地
の
者
を
以

て
そ
の
土

地
に
任
じ

た
官
吏
の
謂

で
,
之
が
制
度
化
し
た

の
が
本
省
或
は
本
籍
回
避
で
あ
る
。
郭
ち
支
那
の
官
吏
は
自
己
郷
里
の
省
若
ぐ
は
縣

に
於
て
任

官

出
來
な

い
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
等
現
象
は
官
吏
た
る
領
主
,
家
臣
が
自
己
の
土
地
に
定
着
す
る
封
建
的
要
素
と
は
全
く
相
容
れ
な

い
様
相
で
あ
る
。

℃

現

代

支

那

社

倉

論

策

一
卷

七
七

第

一
號

七
七

9



購

現

代

支

那

肚

命
日
論

策

一
卷

七
八

第

【
號

七
八

ワ

尤
も
浮
草
稼
業

の
短

い
期
間

で
も
在
任
の
間
は
そ
の
地
方
を
私
す
る
傾
向

の
あ
る
こ
と
は
考

へ
ら
れ
、
こ
れ
を
裏
附
け
る
も

の
と

し

て
租
税

の
請
負
的
制
度
、
官
吏

の
致
富
な
ど
が
擧
げ
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
之
等
は
後

に
述

べ
る
支
那
人
の
非
服
従
的
な
鮎

友

び
特
殊

の
家
族
制
度
等

と
開
戦
し
て
考
ふ
べ
き
も

の
で
あ
っ
て
、
支
那
人
は
封
建
的
特
徴
の
上
下
服
従
的

と
は
反
封
に
極
め

て
非

腋

從
的
な
性
格
が
あ
り
、
租
税

の
納
附
な
ど
も
容
易

に
肯
ん
ぜ
ぬ

の
で
あ
る
。
そ
往

で
牧
立
D
碧
鞍
ま
#
襲

D
防
炎

こ
預
る
虻
ぎ
丈

影
響

が
あ
り
、
.
7
が
安
売
を
欲
せ
ん
に
は

跡
ぴ
地
方

の
民
力
に
麗

で

嫉
め

…
定
額
を

割
嘗

る
催
農
途
孫
ら
ざ
る
を
得
な

い
乃
で
あ

ひ
コ

じ
　　
ト
　タコ
ア
ロ
ア

ぞ
ヘヘ
ロ

　

ノ

ロ
ケ

ヒ
ロ
　

ド
ヨ
　

り

2
。
、
斯
悲
極
力
塔
覆
に

藷

せ
ら
れ
な
い
の
も

趾

の
爲
で
.あ
っ
て
、

田
賦
以
外
は
通
過
税
若
く
は

特
許
税
を
課
し
た

こ
と
亦
之

に
因

.

る
。
茶
商

,
盤
高
等

に
豫
め
特
許
税
を
納
め
さ
し
た
の
は
之
等
に
封
し

て
も
請
負
を
許
し
た
も
の
で
、
強
ち
官
吏

の
み
に
限

っ
た
課

で
は
な

い
の
で
あ
る
。
官
吏

の
致
富
は
升
盲
嚢
財

の
語
あ
る
如
く
殆
ん
ど
支
那
官
界
に
於
け
る
普
遍
的
現
毅
で
あ
っ
た
が
、
.こ
れ
も

.

非
服
従
的
人
民
な
る
が
故

に
非
支
配
的

で
あ
り
、
人
民
側
か
ら
言

へ
ば
政
治

に
期
す
る
無
.開
心
と
關
係
が
あ

っ
た
.
更
に
特
殊
な
る

・家
族
制
度
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

で
あ
ら
う
。

二

封

土

制

「支
那

の
土
地
が
全
く
封
土
で
あ
っ
た

の
は
秦
以
前

の
こ
と
で
あ
軌
、
漢
代

で
も
名
目
、↓
は
大
半
が
郡
縣
で
あ
っ
た
。
南
北
朝
か
ら

.

唐
代

に
は
多
数

の
身
分
的
貴
族

「
士
」
な
る
も

の
が
存
在
し
、
各
地
方
を
私
し
た
の
は

一
種
の
封
土
的
形
態

と
考

へ
ら
れ
る
が
、
そ

.

れ

で
も
藤
代
の
如
き
は
中
央
集
椹
力
相
當

に
大

で
、
国
有
地
が
天
下
の
大
牟
を
占
め
大
貴
族
と
趾
も

そ
の
所
有
地
、
徳
川
時
代

の
小

.

名

に
比
し

て
猫
ほ
足
ら
ぬ
も

の
で
,あ
っ
た
。
此
の
皐

は
班
田
法
に
於
け
る
官
吏

の
土
地
分
給
規
定
よ
り
も
想
像
し
得
る
所
で
あ
る
。

大

牢

が
國
有

劾
で
あ
っ
た
爲
、

人
民
の
之
を
便
絹
収
捕
す
る
保
有

形
態
が
不
平
等

に
た
れ
ば
再
分
配
た
る
班
田
法
が
施
行
せ
ら
れ
た



uが
、
尚
ほ

一
部
分
は
廣
分
権
が
認
め
ら
れ
て
み
た
。
唐
木

に
は
此
の
班
田
法
も
崩
壊

し
て
私
有

の
大
勢
が
成
り
、
宋
代

に
至
っ
て
は

全
く
私
有
樫
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
有
名
な
王
家
石
の
新
法
中
,
青
苗
法
な
る
が
あ
り

一
種
の
低
利
資
金
法
で
あ
る
が
、
斯
か
る

・制

度
が
出
来
る
の
も
人
民
の
完
全
な
る
土
地
私
有
を
認
め
て
の
上
の
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
思
想
や
墨
詮
と
し
て
も
末
代
以
來
國
宥
的

.土
地
制
を
復
活
す
べ
し
と
論
ず
る
音
な
く
、
寧

ろ
反
封
に
古
代

の
井
田
法

の
如
き
は
人

口
稀
少
な
る
上
古
に
し

て
纏
め

て
行
は
れ
た

.

も

の
で
、
人

口
衆
多
の
今
日
行
は
る
べ
き
に
非
す
と
す
る
論
が
.墜
倒
的

で
あ
っ
た
。
清
朝

の
初
め
特
殊

の
理
由
か
ら
極
く

一
部

の
地

方

で
井
田
法
復
活
を
試
し
た
が
直
ぐ
壊
れ
た
。
宋
代
以
來

全
図

の
土
地
は

一
部

の
官
有
地
、
皇
室

・
皇
族

の
皇
荘
、
墨

田
、
寺
廟

田

等

の
公
田
な
ど
を
除
く
そ

の
他
凡
て
の
土
地
は
所
謂
民
田
で
あ
っ
て
.

}
般
入

の
所
有

に
疑
し
.
使
用
牧
釜
の
み
な
ら
す
完
全
自
由

に
之
と
嘘
分
ず
る

乙
と
が
出
来
た
。
唐
代
ま
で
の
税
法
が
租
清
濁
で
あ

っ
た
の
が
奇
末
が
ら
雨
龍
法
℃
避

(7
た
の
も
斯
.か
る
土
地
保

有
形
態

の
攣
化
か
ら
で
あ
る
。
両
税
法
の
精
神
は
租
庸
調

の
均

一
的
課
税

に
封
し
今
日
の
先
進
諸
国

に
於
け

る
と
同
じ
く
財
産

の
多

寡

に
よ
っ
て
税
額
を
異

に
す
る
も

の
で
あ
り
、
且
名
稗
も
租
即
ち
小
作
料
の
意
味
か
ら
猫
立
の
視
に
攣

っ
た

こ
と
は
赤
絹
附
者

の
身

分

の
憂
化
を
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。

国
有

地
手
筆
分
配

の
形
式
た
る
班
田
法
か
ら
私
有
制

へ
の
攣
化
は
、
貴
族

の
消
滅

に
も
抗
ら
す

一
面
有

力
者
に
よ
る
土
地
験
併

の

.

事
實

を
將
来
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
0
.
唐
木
以
来
、
相
當
多
額

の
土
地
を
有

っ
た
薙
園
所
有
者

が
理
れ
た
が
、

こ
れ
等
も
西
洋
の

命
「
信
目
ユ
ず
o
『「

日
本
を
三
百
有
絵
入
で
吉
有
し
た
大
名
大
地
主
な
ど
と
比
べ
て
は
比
較

に
な
ら
ぬ
も

の
で
あ
り
、

此
の
意
味
に
於
け

る

大
地
主
は
現
在

は
素
よ
り
早
く
か
ら
支
那
に
は
存
在
し
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
而
も
之
等

に
よ

っ
て
占
め
ら
る

」
土
地
は
全
盤
の

一
部
分
に
過
ぎ
す

、
こ
れ
も
支
那
に
於
け
る
特
殊
の
家
族
制
貴
や
そ

の
均
分
的
相
続
制
に
よ

っ
て
間
も
な
く
分
割
さ
れ

る
の
が
常

で

現

代

支

那

肚

會

論

策

一
巻

七
九

第

一
號

七
九
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現

代

支

那

祉

曾

論

第
一
巻

ノk
O 

第

披
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O 

あ
っ
た
。
又
、
宗
代
以
後
に
於
け
る
人
口
増
加
や
集
約
的
農
業
耕
作
か
ら
言
っ
て
も
・
土
地
は
細
分
さ
れ
易
い
の
で
あ
っ
℃
・

t役

的
に
観
れ
ば
支
那
の
土
地
は
寧
ろ
多
く
平
等
的
に
分
配
さ
れ
て
ゐ
る
方
で
零
細
訟
が
ら
自
作
農
の
多
い
、
そ
し
て
地
主
と
小
作
の
比

較
的
少
な
い
社
舎
で
さ
へ
あ
っ
た
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
封
土
制
を
草
に
大
土
地
所
有
の
意
味
巴
解
し
て
も
封
建
的
と
は

~==!.. 

I~;j 

r、
~. 
"入
ν、
(，月〉

-1: 
，6 
~J 
o 

J寺

分

階

追及

支
那
で
生
得
的
な
身
分
階
相
棋
士
が
存
在
し
た
の
は
唐
末
ま
で
も
¥
そ
れ
以
後
、

支
那
の
紅
舎
に
は
身
分
に
よ
っ
て
首
然
に
官
吏
と

か
軍
人
の
地
位
を
獲
得
す
る
貴
族
は
存
在
せ
ぬ
の
で
あ
る
。

尤
も
宋
代
以
後
で
も
士
農
工
商
又
は
士
農
工
商
借
道
な
ど
言
は
れ
て

「
士
」
友
る
も
の
が
存
在
し
、
確
か
に
祉
舎
の
上
流
階
居
と
考
へ
ら
れ
た
が
‘
之
は
普
通
に
亦
一
讃
善
人
」
と
も
言
は
れ
た
如
く
説

書
に
よ
っ
て
其
の
地
位
を
獲
た
官
吏
・
皐
者
及
び
文
人
・
皐
生
等
、
農
工
商
借
道
以
外
の
知
識
人
に
到
す
る
総
稽
で
あ
う
て
、
枇
A
宵

階
級
と
い
ふ
よ
り
寧
ろ
草
に
官
界
・
皐
国
外
の
人
と
い
ふ
意
味
に
過
ぎ
ね
。
特
陀
「
士
」
て
ふ
固
定
し
た
身
分
階
級
が
あ
っ
た
語
で
た

く
、
何
人
と
雑
も
議
書
皐
道
に
志
し
さ
へ
す
れ
ば
士
た
り
得
た
の
で
あ
る
。
尤
も
讃
書
出
牢
遁
に
志
す
と
は
少
く
と
も
科
奉
の
最
低
訣

時
服
売
る
牒
試
を
受
け
て
勝
間
中
に
入
皐
す
る
生
員
の
資
格
、
俗
に
秀
才
の
資
格
を
得
る
程
変
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
耐
棉

試
に
腹
や
る
者
を
童
生
と
言
っ
た
如
く
之
は
比
較
的
低
度
の
試
験
で
あ
り
・
宮
人
の
子
弟
の
み
友
ら
や
貧
弱
長
ヱ
商
の
子
弟
で
も
怜

側
、
努
力
さ
へ
す
れ
ば
左
程
通
温
に
困
難
友
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
士
た
る
官
吏
の
子
弟
で
も
経
商
に
走
る
等
積
書
に
志
さ

な
け
れ
ば
最
年
士
で
は
町
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

士
の
中
の
官
吏

l
l殻
密
に
は
官
で
あ
っ
て
吏
と
は
支
郊
に
於
て
官
醸
の
雑
役
に
服
す
る
小
使
の
意

は
官
職
に
伴
ふ
俸
放
を



,
.
補
.

受

鰹

會
の
尊
崇
を
踵
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
秀
才
が
上
級

の
科
畢

・
郷
試
を
受
け
て
畢

人
と
な
り
、
.華
人
が
更
に
上
級

の

責

試

・
殿
試
に
登
第
し
進
士
と
な

っ
て
緩

め
て
興

へ
ら
れ
る
地
位
で
あ
り
、
そ

の
士
た
る
身
分

に
封
し
て
當
然
に
與

へ
ら
れ

る
地
位

で

ば
な

い
の
で
あ
る
。
官
吏
た
ら
ざ
る
他

の

一
般
大
多
数

の
講
書
人
は
次
期
の
上
級
科
畢

に
慮
す

る
爲
、
或
は
府
縣
學

に
止

っ
て
勉

皐

を
纈

け
る
と
か
或
は
郷
里
に
在
っ
て
村
頭
匹
子
弟

に
念
書
を
教

へ
手
紙

の
代
筆
を
駕
す
等

の
こ
と
に
從

つ
た
。
府
縣
娯
に
在
る
童

生

の
.優
秀
な
者
に
は
國
家

が
學
費
を
支
給
し
、
清
代
で
は
在
學
三
十
年
、
.年
齢
七
十
ま
で
在
墨
跡
來
た
が
素
よ
り
清
貧

の
生
活
に
甘

ん

ぜ
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
郷
里
に
塾
を
開

い
た
者
も
年
長

の
者
は
村
夫
子
、
先
生
の
愈
稽
を
受
け
た
に
拘
ら
す
僅
か
の
束
脩

や
季
節

ね母
に
村
人
の
齎
ら
す
米

・
璽
.
・
野
菜

に
よ

っ
て
そ

の
貧
弱
な
生
計
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
大
官

の
子
弟
に
は

.慰
蔭

と
て
幽
家

に
封
ず

る
父
覗
の
勲
功
に
よ
12
官
職
が
授
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
趣
く
微
官

に
過
冒
す
、
且
特
例
で
あ

っ
て
普

漣

に
は
大
官

の
子
弟

嘉

も
再
び
父
雌
が
踏
み
來

つ
疫
如
g
荊
棘
の
道
を
自
己
の
實
力
に
よ
3

、
紐
璽

、
れ
ば
墾
、
ぢ

官
窺

に
な
れ

な

か
っ
た
。
.そ
し
て
之
を
史
實

に
徴
す
る
に
大
官
た
り
得
た
者
は
富
裕
上
流

の
者

に
限
ら
す
貧
窮
な
農

工
の
子
弟

に
出
身
し
た
者
も

.

頗
.る
多
.い
の
で
あ
る
。

.間
代
諸

侯
に
爵
し
た
公
侯
伯
子
男

の
如
き
榮
爵

の
名
構
も
近
鞄
支
那
に
は
あ

っ
た
が
、
素
よ
り

一
代
限
り
の
も

の
で
あ
っ
た

の
み

な

ら
す
,
實
際
に
も
大
し
て
重
ん
じ
ら
れ
な
か

っ
た
。
重
ん
じ
ら
れ
た

の
は
寧
ろ
官
職
自
身
で
あ

っ
た
。
何
れ

に
し
て
も
封
建
肚
會

に
於
げ
る
特
櫻
身
分
階
級
が
封
鎖
的
世
襲
的

に
し

て
官
吏
た
る
地
位
及
び
軍
人
た
る
身
分
を
同
時

に
猫
占
し
て
み
た
現
象
止
は
頗
る

異

な
る
。

霞

・封
建
肚
會
が
社
倉

の
秩
.序
治
安
を
維
持
ず

る
根
源
は
武
力
で
・あ
り
、
夫
故
院

と
そ
武
力

の
「把
持
者
が
身
分
階
級

と
レ

て
官

吏

現

代

支

那

社

倉

論

策

一
.巻

八

一

第

一
號

入
山



現

代
.
支

那

壮

會

論

策

唇

八
二

第

一
號

八
二
.

の
地
位
を
猫
占
し
た
と
共
に
同
時

に
軍
人
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
否
、
西
洋

の

目
口
粛
耳

(家
舜
①
こ

日
本

の
武
士
の
名
構
に
見
ら

「ド

る
玉
如
ぐ
本
來
軍
人
た
る
こ
と
が
先
行
し
て
み
た
の
で
あ
っ
て
、
此

の
霜
支
那

の
官
吏
が
護
書
人
即
ち

「
文
士
」
で
あ

っ
た
に
撤
し

空
く

の

「
武
士
」

で
あ

っ
た
。
支
配
階
級

が
文
士
で
あ
っ
た
こ
と
は
肚
會
秩
序

の
維
持
さ
れ

る
根
源
が
少
く
と
も

一
般

の

「
文
」
に

サ
ロ

ラ
マは
モアく
シ
　ヘニ
ユミ　ロ
　
コ
ニ
　　

　リ

コず

コ
あ
や
一

一ごロビ
アニ

コ

　
　

　

肇
づ
老
皐
・磐
7
塞
仁
4
に
着

{
潅
と
と
で

一
箇
」

を
理
碇
と
す
る
封
建
冠
會
と
は
全
く
異

っ
た
も

の
で
あ
り
、
肚
會

の
風
樹
等
に
於

℃
も
爾
者

全
く
趣
を
異

に
し
て
み
た
。
そ
し
て
薮
に
文
士
仕
會

で
ま
瑚

τ
弐
ヵ
を
享
『
と
す

る
詫
象
D
且
毅
ヒ
毛
セ
)
5
ら
る
。
.

.,
-
一
「
.
17
『

一
」

一
■一」
一
,
」
ーコ
「

`
,
1
げ
」
涯
ζ
弄
誰
「,l
j

7
σ
,
ε

,唱

清
朝
が
満
洲
族
な
る
外
旋
を
以
て
支
那
を
支
配
し
、
且
そ
の
数
が
少
な
か

っ
た
爲
、
満

洲
族
の
丁
年
男
子
悉
く
を
以
て
旗
籍
に
偏

し
、
之
に
軍
人
た
る
身
分
を
與

へ
た

の
み
な
ら
す
、
官
吏
た
る
に
も

一
般
漢
人

に
比
し
て
寛

大
で
あ
り
、
特

に
瀾
嵌
な
る
も

の
を
設

け

た
の
は
満
洲
族
が

一
種

の
特
灌
的
階
級
で
あ
り
、
且
こ
れ
が
軍
人
で
あ
っ
た

と
君

へ
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
斯
か
る
種
族

的

一
部
的
身
分
階
級
の
存
在
は
支
那
肚
會

の
性
質
を
多
少
歪
め
た
に
し
ろ
未
だ
以
て
本
態
を
攣
化
せ
し
む
る
程

の
も
の
で
は
決
し
て

な
か

っ
た
。
即
ち
官
吏
た
る
地
位
は
漢
人
に
も
廣
く
解
放
さ
れ

て
居
る
の
み
な
ら
す
、
満
人
に
し
て
官
吏
た
る

に
も
最
初
は
勲
功
若

く

は
猫
特

の
登
用
に
よ

っ
た
が
、

間
も
な
く
漢
人
と
共
に

科
畢
を
受
け
る

こ
と
エ
な
ゆ
、

ロ
ハ
、
考
査
が

寛
大
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な

い
。
軍
人
の
地
位
も
満
洲
入
旗
の
外
、
蒙
古

八
旗

・
漢
軍
八
旗
及
び
多
数
の
漢
人
に
よ
る
緑
菅
の
兵
が
あ
り
、
且
後

に
蓮

べ
る
如
く

「
文
」
的
牡
會

に
於
て
は

「
武
」
は
尊
崇
と
反
射
に
寧
ろ
極
度
に
賎
し
め
ら
れ
た
も

の
で
あ

っ
て
、
凡
そ
特
樺
葡
と
い
ふ
概
念
と
は
相

容
れ
な

い
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

四

領

地

経

濟

支
那
は
元
来
、
自
然
環
境
上
大
盟
は
卒
坦
な
地
勢
を
有

っ
て
居
り
、
交
通
性
の
人
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
從

っ
て
慶
大
な
地
域
が

　・

●



一
つ
の
政
治
的
・
経
済
的
草
伎
を
篇
し
易
い
紋
況
に
あ
っ
た
と
言
ふ
と
と
が
出
来
、
秦
-
漢
の
古
代
的
統
一
闘
家
が
早
く
出
現
し
た

の
も
と
れ
が
一
大
原
因
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

と
の
こ
と
は
敢
闘
時
代
ま
で
地
方
割
擦
の
諸
侯
が
そ
の
境
内
を
防
禦
す
る
錦
、

隣
国
と
の
間
陀
夫
K

人
潟
的
長
崎
怖
を
築
い
た
こ
と
に
徴
し
て
も
窺
ふ
と
と
が
出
来
る
。
西
洋
や
日
本
で
は
封
建
時
代
に
諸
侯
の
居
城

左
中
心
と
し
て
そ
の
周
圏
に
人
民
が
居
住
す
る
所
謂
城
下
町
を
出
現
し
た
が
、
支
郊
で
は
初
め
か
ら
諸
侯
と
共
に
そ
の
入
民
を
も
牧

容
す
る
城
措
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
亦
之
が
一
因
と
者
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
誇
園
を
統
一
し
た
秦
は
中
原
と
北
方
蒙
古
平
原
と
を
直
切

る
潟
，
更
に
高
阜
の
長
城
を
築
か
ね
ば
左
ら
な
か
っ
た
。
而
し
て
此
の
大
領
域
内
の
各
地
方
に
は
夫
A

自
然
上
恵
ま
れ
た
特
産
物
が

あ
h

リ
団
交
通
が
便
利
だ
か
ら
比
較
的
自
由
に
各
地
方
に
還
ば
れ
易
く
.

一
日
明
芳
が
各
種
の
産
業
&
起
し
て
自
給
的
経
済
宣
償
金
ん
と

f
-
B
I
R
t
'

日

-
h
t
L
、

+し

T
4
1
p
t必
ず
昔

H
H
r
司
4
&
E
q

年
長
加

F
t
民
ム
凡
/
荘
内
つ
仔
b
7
J

。

ル
中
1
フ

F
E叶
ν
f
J
6
4
1
4
づ
I
l
古
J

1
、。

と
れ
山
姻
で
交
通
O
不
便
だ
っ
た
ヨ
本
部
徳
川
時
代
各
藩
失
A

に
各
種
の
産
業
奨
励
を
行
っ
て
自
給
的
領
地
経
桝
を
営
み
得
た
の
と
は
頗
る
趣
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

斯
く
て
秦
漢
以
後
港
大
な
る
全
地
域
が
漸
衣
一
個
の
経
済
問
早
位
を
震
す
や
う
に
た
り
、
各
地
芳
夫

A
K
Z
陀
そ
の
特
産
物
を
交
易

す
る
と
と
に
よ
り
全
き
経
済
生
活
が
営
ま
れ
る
や
う
に
左
っ
て
来
た
。
南
北
朝
か
ら
唐
代
は
此
の
情
況
が
精
逆
蒔
し
た
形
で
あ
ヲ
た

が
、
宋
代
以
来
は
全
く
の
園
民
経
済
で
各
地
の
特
産
物
が
遁
く
企
画
陀
行
き
亘
る
や
う
に
な
っ
た
。
剖
ち
絹
織
物
と
言
へ
ぽ
蘇
州
・

杭
州
・
南
京
等
揚
子
江
下
流
江
南
地
方
、
麻
は
四
川
、
境
物
と
言
へ
ば
景
徳
鎮
・
磁
州
、
茶
は
踊
州
・
祁
門
・
龍
井
、
紙
は
四
川
・

掘
削
江
、
薬
材
は
四
川
・
山
西
、
筆
墨
は
徽
州
・
裁
川
・
湖
州
・
水
煙
は
蘭
州
、
火
腿
は
金
華
、
酒
は
扮
陽
・
紹
興
と
い
ふ
風
に
此
の

庚
大
友
地
域
に
夫
h
R

の
特
産
地
が
定
ま
り
、
金
圏
各
都
市
に
は
一
様
に
之
等
地
方
か
ら
来
る
特
産
物
が
集
っ
た
の
で
あ
る
。
今
円
可

北
支
郊
の
都
市
た
る
と
南
支
那
の
都
市
た
る
に
論
友
く
殆
ん
ど
如
何
怠
る
僻
陳
の
都
市
に
も
支
那
各
地
の
商
品
が
集
ま
り
、
奮
い
看

現

代

文

那

枇

曾

論

第

巻

戸、

第

競

l¥. 



現

代

支

那

祉

舎

論

第

司普

7¥. 
四

第

車Z

八
回

板
陀
記
さ
れ
た
之
等
商
品
の
来
拐
を
見
る
に
金
園
伺
れ
も
そ
の
軌
を
一
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
新
の
如
き
と
と
は
少
く
と
も
既

に
宋
代
か
ら
起
っ
た
現
象
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
近
世
支
那
が
政
治
的
に
南
北
と
か
或
は
数
個
の
濁
立
的
直
劃
に
A
T
れ
難
か
mJ
た

の
は
此
の
経
情
的
相
互
依
存
性
が
一
大
原
因
ぜ
あ
り
市

此
の
事
は
現
代
支
部
と
離
も
飴
り
務
hν
は
訟
い
。

斯
の
如
吉
岡
民
経
済
に
於
て
に
商
工
業
の
霞
達
、

生
産
物
の
商
品
化
、
金
属
貨
幣
O
φ
J
晶
担
流
泊
も
資
本
の
集
械
と
い
し
め
守
山
猟
の
舷

桝
現
象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
商
工
業
の
褒
濯
に
就
て
は
唐
代
ま
で
の
交
回
抑
制
度
即
ち
「
市
」
・
な
る
一
定
の
場
所
に
於
て
一
定

の
時
期
佐
市
も
官
吏
の
管
理
下
に
の
み
許
さ
れ
た
制
限
的
市
場
制
度
が
崩
壊
し
た
の
は
朱
代
か
ら
で
あ
っ
て
、
水
陸
の
交
通
路
が
整

備
さ
れ
、
郵
遮
・
埠
頭
の
設
備
が
出
来
、
倉
庫
乗
商
人
宿
た
る
客
様
が
多
数
褒
生
し
て
来
た
の
も
宋
代
以
来
で
あ
答
。
従
っ
て
商
業

は
品
開
程
護
遣
し
，
品
川
郷
の
都
曾
に
庄
舗
を
有
つ
客
商
の
教
も
頗
る
多
く
、
之
等
は
明
末
荷
物
か
ら
各
地
に
於
て
曾
館
な
る
同
郷
圏
鐙

組
合
倶
融
市
部
を
作
っ
た
。
工
業
的
生
産
品
の
多
種
多
量
な
と
と
も
寧
ろ
驚
く
べ
く
、
筆
・
墨
・
紙
・
硯
・
織
物
・
陶
磁
器
・
玉
器
4
4
J

銀
器
其
の
他
日
常
の
品
開
ん
ど
九
ゆ
る
商
品
が
多
量
に
透
ら
れ
た
。
織
物
の
一
種
た
る
椴
子
は
俗
に
反
子
と
も
替
か
れ
・
之
土
-P
目
本

の
反
物
の
語
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
.
斯
か
る
貴
重
な
織
物
が
反
を
以
て
歎
へ
ら
れ
た
と
と
も
多
量
生
産
の
一
置
で
あ
る
。
市
間
一
工
業

の
褒
遣
に
従
っ
て
生
産
物
の
商
品
化
高
度
と
い
ふ
と
と
は
賞
然
で
あ
り
・
既
遮
の
凡
ゆ
る
都
市
に
各
種
の
商
品
が
見
ら
れ
た
の
は
此

の
篤
で
あ
る
。
但
、
今
日
と
雄
も
人
口
の
八
割
が
農
民
で
あ
り
、
且
そ
の
多
く
が
直
接
的
食
糧
の
生
産
に
従
事
す
る
小
農
的
世
舎
で

あ
る
か
ら
み
一
健
と
し
て
如
何
程
の
商
品
化
陀
在
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
代
支
那
人
が
農
民
的
自
足
的
性
格
と
共
虻
頗
る
商
人

的
交
易
的
性
格
を
有
っ
と
言
は
る
L
如
く
近
世
の
支
那
人
も
同
畿
で
あ
り
、
少
く
と
も
封
建
枇
曾
の
地
方
自
足
的
消
費
の
現
象
と
は

品
際
稜
距
り
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
金
属
貨
幣
の
鋳
遣
も
宋
代
以
来
頗
る
多
〈
之
等
が
支
郊
の
み
友
ら
や
、

日
本
・
南
洋
方
面
に
ま
で



歩
.暫

濾
,轡

奮

と
は
有
春
で
あ
る
。
讐

も
出
来
て
来
た
著

し
で
從
蚕

に
蓋

電

位
に
響

な
か
っ
た
雲

宋
貸

後
.

穰

璽

警

な
っ
て
來
た
の
も
流
通
の
多
書

關
係
が
あ
る
・
案

の
籍

乃
蕃

の
嘉

に
就
て
は
既
述
の
如
く
大
官
磨

よ

る
富

の
蓄
積
の
外
,

一
般
商

工
階
級

に
於

て
も
富
を
蓄
積
す
る
着
映
し
て
尠
く
は
な
か
っ
た
。
宋
代
は
商
業

の
公
螢
が
多
か

っ
た
爲

大
富
.豪
は
出
な
か
っ
た
が
明
清
時
代

で
は
茶
商

・
聰
商

・
継
歯
其
の
他

に
相
嘗

の
富
豪
が
あ
り
、
清
代
廣
東
に
於
け
る
外
國
貿
易
特
・

許
断
た
る
公
行

・
金
融

を
司
っ
た
山
西
の
票
號
等
も
有
名

で
あ
る
。
但
、
支
那
に
於
て
は
特
殊
の
家
族
制
度
や
貴
族
的
生
活
か
ら
來

る
鑑

の
昊

と
相
綾
法
の
分
頭
角
分
裂

る
こ
と
等
に
よ
り

亘

籍

し
た
富
も
分
散
し
㌘

、
實
際
篁

く
蓄
積
姦

け
た
者

熔

,磐

絶
無

あ
っ
た
。
↓涯

分
肇
.
募

高
庚
と
い
奮

と
で
あ
り
、
資
糞

積
の
低
度
と
い
ふ
量

な

異
な
る
・

盟

制

限

的

自

由

支
那
に
於
け
る

一
般
人
民
は
唐
代
ま
で
は
良
民
の
名
を
以
て
呼
ば
れ

つ
」
實
は
既
述
の
如
く
国
有
的
土
地
を
耕
作
す
る
国
家

の
蘇

淺
若
く
は
小
作
人
で
あ

っ
て
、
人
格

の
自
由
猫
占-.な
ど
認
め
ら
れ

る
筈
が
無
か

っ
た
。
從

っ
て
国
家

に
納
む
る
も
の
も
小
作

料
た
る

,

租
の
外
、
露

ち
力
役
・
調
が
あ
っ
た
。
商
工
萎

も
暮

の
身
分
的
轟

制
限
を
受
け
藁

よ
り
人
格
の
畠

を
有
た
な
か
っ
た

設
で
、あ
る
が
、
既
述
の
如
く
宋
代
以
来
土
地
の
私
有
禦

確
立
し
、
市
場
制
の
崩
壊
妄

に
交
易
の
畠

が
確
立
し
て
来
た
こ
ど
ぽ

之
筆

般
人
民
の
人
笛

由
が
認
め
ら
れ
て
來
た
・
と
舞

な
ら
な
か
っ
た
・
鶴

の
畠

も
認
め
ら
れ
・
唐
代
の
舗

ち
力
役
は

如
何
な
る
者
と
難
も

「
定
期
間
國
家

の
爲
、
無
償

に
労
働
す

べ
き
規
定

で
あ
っ
た
が
宋
代
正
安
石
の
新
法
以
来
雇
役
法
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
響
働
を
欲
せ
ぬ
者
は

一
定
の
発
役
鎮
を
出
し
て
之
を
免
が
れ

る
と
と
が
出
来
、
そ
の
代
り
勢
役

に
服
す
る
者

に
は

一
定
の
賃

銀
を
支
佛

ふ
方
法
で
あ

っ
て
、
謂
は

博
免
役
の
名
目

の
下
に
租
税
が
少
し
増
毛
た
が
労
働

は
自
由

且
、
有
償

と
い
ふ
原
則
が
確
立
し

現

代

支

那

肚

會

論

,

第

一
巷

八
五

第

一
號

八
五

.

、.で、1
遭

「
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現

代

支

那

吐

會

論
.

茎

巻

八
六

第

一
號

八
六

た
の
で
あ
る
。
明
清

時
代

で
も
徭

役
な
ど
の
名
稻
は
あ
25
が
,
素
よ
ーー
租
税
着
目

の

一
種

に
過
ぎ
な

い
。

生
命
に
封
ず
る
保
障
も
支
那
で
は
死
刑
の
判
決
を
寫
す

ご
と
頗
る
厳
密

に
取
扱
は
れ
,
大
官
と
難
も
之
を
地
方
的
に
虚

分
す
る
こ

と
は
出
來
す
.、

必
ず
.中
央

に
邊

っ
て

そ
の
再
審
議
を
経
な
く
て
は

な
ら
な
か

っ
た
。

清
末
張
之
洞
が
山
西

に
巡
撫
た
る
時

「
就
.地

正
法
」
の
奏
.講
を
濡

し
て
み
る
が
、
其
の
主
旨
は
姻
家
が
死
罪
を
取
扱

ふ
こ
と
慎
重
に
過
ぐ
る
故
、
却

っ
て
悪
人
を
増
す

の
で
あ
脇

宜
し
く
現
地
の
大
官

に
嘘

刑
権
を
任
す

べ
し
と
い
ふ
の
で
あ

っ
た
。
封
建
肚
會
の
武
士

の
町
人
斬
捨
御
免
的
思
想

と
は
絵
程
異

つ
で

る
る
。
尤
も
悪
逆
な
土
匪
な
ど
衆
人
環
覗

の
中
で
慮
刑
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
之
は
土
匪
の
討
伐

て
ふ
特
別

の
場
合
か
叉
は
中
央

の
許
可
を
経
た
就
地
正
法

の
も
の
で
あ

っ
た
。

此
の
外
、
近
世
支
那
肚
會
に
於
け
る
支
那
人

一
般

の
自
由
さ
に
就
て
は
寧
ろ
驚
く
べ
き
も

の
が
あ
る
。
国
家

の
賦
視
角
櫓
を
肯

ん

ぜ
す
、
兵
役
の
義
務
に
服
せ
す
、
命
令
を
無
観
し
、
法
律
を
異
文
に
し
で
賭
博
に
耽
り
鴉
片
を
吸
飲
す
る
等
凡
そ
封
国
家
的
束
縛
か

ら
逃
れ
て
自

己
の
欲
す
る
儘
,
奔
走

に
振
舞

っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
支
那

の
租
税
が

一
部
論
者

の
苛
斂
誅
求
論
に
も
拘
ら
ナ
、
實
際

に
安

い
の
も

此
の
非

服
従
的
非
支
配
的
な
爲

で
あ
る
。

彼
等
が
束
縛
を
感
じ
た
の
は
殆

ん
ど
彼
等
が
所
属
す
る
血
縁
的
若
く
は
地
縁

的
團
盟
の
規
定

.
禮
法
に
封
し
て

の
.み
で
あ
っ
て
、
そ
の
他

の
束
縛
か
ら

は
全
く
解
放
さ
れ

て
み
た
。
斯
か
る
自
由
は
素
よ
り
近
世

の
先
進
諸
国

に
於
け
る
自
由
の
概
念
と
異
な
り
、
實
は
寧
ろ
不
埒
放
縦
と
も
名
づ
く
べ
き
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
斯
か
る

不
埒
放
縦
は
少
ぐ
と
も
人
格
の
否
定
と
か
自
由

の
制
限
と

い
ふ
こ
と
と
は
全
く
封
朧
的
な
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

・

㌧
思
想
上
に
於
け
る
自
由

と
い
ふ
こ
と

も
近
世
か
ら
起

っ
て
来
た
。
漢
音

の
學
問
は
所
謂
古
典
に
封
ず
る
訓
詁
註
疏

の
學
問

で
あ
り

註
と
は
経
書

の
本
文

に
註
繹
す
る
ζ
と
.
疏

と
は
註

に
更

に
細
か
ぐ
解
繹
を
加

へ
る
も

の
で
あ
る
。
・
而
し
て
唐
代
に
於
て
も

「
疏
不



懲

潔

懲
毒

覆

..殴
一
考

囎
・
.

-
、
.

量

器
.

…

羅
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…
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嘘破
註
」
即
ち
疏

を
加

へ
る

と
ぎ
漢
魏

に
出
来
た
註
め
意
義
を
逸
脱
し

て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ

が
唐
末
か
ら
註
疏
を
疑

ふ
風
が
起
り
,
宋
代

に
至

っ
て
は
學
者
皆
自
己
の
見
解
を
以
て
自
由

に
経
書

を
解
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
が
所
謂
宋
學
で
あ
る
。
清
代
の
考
謎
學

は
更

に
そ
の
方
法
に
於

て
西
洋
近
代
の
科
量
的
方
法
に
似
た
も

の
が
あ
っ
た
。

.

.

六

封
、
建

的

風

尚

.,
封
建

肚
會
が

「
武
」
を
基
礎

と
す
る
に
少
く
も
末
代
以
来

の
支
那
が

「
文
」
を
基
礎
と
す
る
社
倉
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
し
た
と

ζ
ろ
で
あ
る
。

「
武
」

の
肚
會
で
は
武
士
が
中
心
で
あ
り
、
刀
槍
馬
匹
を
具

へ
て
武
を
練
り
、

一
朝
有
事
の
時

に
備

へ
た
の
み
な
ら

,
.
す
、
.平
常

で
も

一
刀
を
腰
に
択
ん
で
尚
武

の
風
を
忘
れ

ぬ
こ
と
が
常

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
斯
か
る
上
流

の
風
省
に
磨
じ
多
く

の
名
刀

"
乍
ら
役
宅
。

.

究
那

匹
於
て
寅
配
階
級
が
腰
に
剣

龍
帯
び
た

の
は
襖

代
ま
で
-
、
あ
り
、
漢
家
か
ら
は
只
朝
儀

の
際
之
を
佩
く

に
蝸
ぎ
な
か

つ
左
.

.

飢
を
左
腰
に
佩
く
と
共
に
職
國
時
代
ま
で
は
右
腰
に
壁
を
帯
び
る
の
が
普
通

で
あ
り
、
漢
代
で
は
壁

の
代
り

に
印
と
綬
を
帯
び
た
ゆ

.膏
代

か
ら
は
朝
儀
に
際
し

で
も
木
剣
を
用
ぴ
.
蔽

に
創

が
全
く

の
装
飾
品
に
な

っ
て
み
る
。
從

っ
て
支
那

の
支
配
階
級

が
平
生
剣
を

.
帯
び
た
い
や

う
に
な
っ
て
約
千
八
冨
年

の
長
年
月
を
閲
し
て
み
る
課

廿
あ
り
、
蕾
に
末
代
以
後

の
こ
と
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
漢
代

、以
前

ま
で
は
尚
ほ
名
創

の
製
作
が
傳

へ
ら
れ
る
が
漢
代
以
後
は
全
く
之
が
無
か

っ
た
。
こ
れ
は
近
世
ま
で
多
く
の
名

刀
を
製
作
し
た

臥
奉
仕
會
な
ど

玉
極
端
な
対
蹠
を
爲
す
も

の
で
あ
る
。

.

.

そ
の
代
レ
支
那

に
於

て
は
豊
・
・
墨

・
紙

・
硯

・
文
房
具

・
陶

磁
器

・
漆
器

・
玉
器

・
織
物

・
家
具
等
文
雅

な
方
面
に
於
け
る
製
品

,多
く
,
而
底
頗

る
精

巧
を
極
め
た
も

の
で
あ
っ
た
。
合
吹
喜
憂

に
於

て
江
南

一
帯
が
最
も
激
職

の
巷

と
な
っ
た
爲
、
幾
多
奮
家

に
藏

.現

代
.支

那

赴

會

論

策

一
巻

八
七

第

一
號

八
七



現

代

支
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巻

八
八
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拡

八
八

せ
ら
れ
た
所
裁
品
が
世
上
に
流
れ
出
で
、
そ
の
量
は
誠
に
驚
く
ぺ
を
程
で
あ
っ
た
が
.
之
等
多
量
の
名
墨
・
名
硯
・
書
壷
・
玉
器
・

磁
器
類
等
に
封
し
貰
に
未
だ
一
振
の
名
刀
を
も
見
な
い
の
で
あ
る
。

文
的
一
世
帯
聞
は
管
に
創
を
愛
せ
や
武
を
宵
ぽ
ぬ
の
み
か
却
っ
て
之
を
賎
し
み
、
専
門
の
軍
人
た
る
者
は
一
位
曾
の
最
下
等
な
る
人
間

ι

-HHAP-
れ
た
。
斯
か
る
賊
武
思
想
を
端
的
に
表
現
し
た
の
が
「
如
鍛
不
打
釘
ー

好
人
一
小
常
兵
」
「
人
到
了
兵
了
し
も
仏
ど
の
諺
で
あ
る
@

官
度
登
用
の
科
離
卸
ち
文
撃
に
封
レ
朱
代
以
来
、
軍
隊
登
用
の
武
器
た
る
も
の
が
あ
る
が
文
奉
の
盛
大
な
る
陀
劉
し
普
通
に
は
そ
の

存
在
を
も
知
ら
れ
ぬ
程
で
、
科
目
の
中
に
奉
重
と
て
重
い
石
を
持
上
げ
る
・
な
ど
が
あ
り
、

一
斑
以
て
武
拳
の
債
値
を
知
る
に
足
る
で
も

あ
ら
う
。

封
建
吐
曾
の
武
士
が
子
生
武
を
錬
っ
た
の
に
劃
し
.

支
郊
の
文
士
は
字
を
書
き
、

輪
帽
を
重
き
、

文
章
を
作
b
-

詩
賦
を
も
の
レ

も
凡
。
貨
に
彼
等
は
何
れ
も
枇
曾
に
於
け
る
第
一
流
の
書
家
で
あ
り
、
壷
家
で
あ
り
、
詩
人
で
あ
れ
ν
且
、
由
牢
者
で
あ
っ
た
。
支
那
に
於

け
る
事
聞
は
主
と
し
て
官
吏
に
よ
っ
て
把
持
さ
れ
、
殆
ん
ど
無
数
と
も
言
ふ
ぺ
き
書
籍
の
刊
行
も
多
く
彼
等
に
よ
っ
て
編
逃
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
清
代
な
ど
大
官
で
自
己
の
文
詩
集
を
著
は
さ
む
者
は
稀
左
程
で
あ
る
。
と
れ
も
封
建
的
武
士
の
教
養
と
は
鯵
程
持

た
る
も
の
と
言
は
ね
ば
左
ら
ぬ
。

封
建
枇
曾
に
於
て
は
又
、
服
従
が
美
徳
と
さ
れ
た
。
武
士
主
従
の
聞
に
於
て
の
み
な
ら
や
、

一
般
駐
曾
の
主
人
召
使
、
親
方
徒
弟

の
聞
及
び
武
士
と
一
般
と
の
聞
に
於
て
も
此
の
風
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
草
に
表
面
的
形
式
的
な
も
の
で
左
〈
て
、
主
の
第
に
は
生
命

を
捨
て
る
底
の
内
面
的
人
格
的
な
服
従
さ
で
あ
っ
た
。
斯
か
る
閥
係
は
打
算
を
超
越
し
た
無
保
件
的
服
従
で
あ
り
、
人
情
と
し
て
は

美
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
無
保
件
的
服
従
で
あ
る
限
り
自
由
左
る
人
格
関
係
と
し
て
は
一
面
亦
不
合
理
性
を
も
有
つ
℃
ゐ



た
。
白
ち
服
従
す
る
側
が
不
利
恋
る
立
場
陀
立
ち
易
い
の
で
あ
っ
て
.
酷
薄
在
る
主
人
の
場
合
は
特
に
然
、
り
で
あ
っ
た
。
然
る
に
支

邦
人
の
非
服
従
的
非
支
配
的
に
し
て
不
持
放
縦
な
る
黙
に
就
て
は
既
逃
し
た
所
で
あ
る
。
尤
も
支
郊
で
も
古
来
服
従
が
美
徳
と
さ
れ

費
際
に
も
服
従
的
左
黙
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
多
く
自
己
の
血
縁
的
若
く
は
地
縁
的
特
殊
圏
健
内
の
と
と
で
あ
っ
て
、
封
外
的
に
は

金
ぐ
の
自
由
人
で
あ
っ
た
。
表
面
的
に
喰
K

諾
k
.

頗
る
服
従
的
観
を
呈
し
て
も
面
従
腹
背
'
柄
面
脆
障
の
語
あ
る
如
く
内
面
的
に

容
易
に
服
従
す
る
性
格
で
は
な
か
っ
た
。
支
那
祉
舎
が
合
理
的
な
弘
司
四
国
ロ

L
g
r巾

の
祉
舎
で
あ
る
と
と
は
少
し
く
支
郊
主
観
察

し
た
湿
の
人
の
誰
し
も
言
ふ
所
で
あ
り
、

之
を
其
の
佳
採
用
さ
れ
ぬ
井
一
し
て
も
期
か
る
傾
向
は
無
保
件
的
服
従
と
反
封
に
自
由
な
る

プ

ヌ

人
格
闘
係
を
基
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
言
ふ
迄
も
友
い
。
道
徳
的
方
面
陀
於
て
も
「
雄
山
間
二
往
来
一
」
と
い
ふ
と
と
が
あ
り
、
之
は

日
本
陀
於
て
普
通
に
理
解
さ
れ
て
ゐ
る
意
味
と
異
左
り

h

噛
物
b
L

一
往
す
れ
ぽ
必
や
一
来
せ
ね
ば
な
ら
ね
と
い
ふ
の
が
支
那
人
の
潤

相
押
で
点
制

u
b

。
従
つ

c招
待

k
焚
け
た
ら
、

L
t
トコ山、
har
ぃ
己
同

rzォヨ
v
h
-
J

、，z
h
H

・

Ji
一
J
J
H
U
出
1
1
u
U
2
4
j
にゆ

'
E
P
-
j

市
地
闘
を
約
は
ね
ば
相
手
め
依
頼
其
の
他
に
膝
諾
の
議

務
h
t
生
Ar
る
で
ふ
明
日
4
巾
回
出
血

g
r
o
さ
な
の
で
あ
る
。
今
回
、

支
那
農
村
の
小
作
閥
係
が
文
書
に
よ
る
契
約
陀
よ
っ
て
設
定
さ
れ

セ
ゐ
る
.
と
と
比
較
的
多
き
を
見
る
の
も
封
等
の
人
格
闘
係
か
ら
と
い
ふ
と
と
で
あ
っ
て
、
若
レ
契
約
の
内
容
が
小
作
に
苛
酷
な
り
と

し
て
も
、
そ
れ
は
人
陀
衆
多
、
土
地
稀
少
て
ふ
如
き
他
の
保
件
に
決
定
さ
れ
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

封
建
枇
舎
は
身
分
枇
舎
で
あ
っ
た
か
ら
枇
曾
の
風
向
が
少
く
と
も
財
富
を
中
心
と
は
し
な
か
う
た
。
武
士
の
経
商
が
禁
ぜ
ち
れ
た

の
は
索
占
り
、
所
開
「
武
士
は
食
は
ね
ど
高
揚
子
」
で
、
金
銭
を
語
る
が
寧
ろ
耽
辱
で
あ
っ
た
。
然
る
陀
支
那
人
が
一
般
に
利
害
打

算
的
で
あ

b
.
世
品
閣
が
富
に
朝
来
し
て
ゐ
る
こ
と
は
多
く
の
人
陀
上
っ
て
曾
は
る
L
所
で
あ
る
・
こ
れ
も
此
の
儀
凡
て
を
採
尽
し
難

M
W

と
し
て
も
支
那
枇
舎
に
早
く
か
ら
斯
か
る
傾
向
あ
る
と
と
は
確
で
あ
り
、
宋
代
園
家
専
費
の
外
・
政
府
及
び
官
吏
自
身
が
諸
撮
り

現
伶
支
那
一
服
舎
論

第

巻

八
九

第
一
披

八
九
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纒
断

に
從

ひ
、
明
清
時
代
丈
人
官
僚
が

口
に
商
人

の
理
財
を
睦
み
つ
.」
實
際
に
は
そ
の
蓄
積
し
た
富
を
土
地
の
外
多
く
経
商

に
投
じ

一た

こ
ど
顯
…著
な
る
事
實

で
あ
る
。
現
在
支
那
の
官
吏

の
み
な
む
す
、
.學
者

と
穰

さ
れ
る
者

で
も
経
商

に
關
僚

し
て
み
る
も
の
多
き
は

寧
ろ

一
驚
を
喫
す
る
程
憾
,
そ
の
商
人
的
な
る
態
度
は
今
日
の
日
本

に
於

て
見
ら
れ

繊
と
こ
ろ
で
あ
る
。

.

封

建
時
代

に
は
叉
個
人
的
に
君
父
の
仇
を
報
ず
る
と
い
ふ
役
讐

の
和
ぎ
が
讃
美
さ
れ
た
。
支
郵

で
も
職
國
時
代
に
は
君
父

の
仇
に

倶

に
天
を
戴
か
す
な
ど
言
は
れ

て
之
が
讃
美

さ
れ
、
漢
代
で
も
盛
ん
に
復
讐
が
行
は
れ
た
。
唐
津
に
は
復
讐

の
内
済
を
慮
罰
す
る
條

●

.

文
が
あ
り
、
矢
張
り
復
讐

を
認
め

て
み
る
の
で
あ
る
が
、
此

の
頃
か
ら
屡

々
復
讐

の
善
悪
が
論
ぜ
ら
れ
、
實
際
問
題
と
し
て
は
事
情

.に
よ

っ
て
判
決
を
異
に
し
た
が
無
條
伴
に
復
讐
者
が
許
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
死
刑
に
虚
せ
ら
れ
た
場
合
も
あ

っ
た
。
そ
し

℃
大
盤

に

.末
代
か
ら
は
復
讐

が
禁
ぜ
ら
れ

.
若
し
之
を
犯
せ
ば
自
ら
も
亦
威
罰
せ
ら
る
エ
が
原
則
と
な

っ
た
。.

'

結

言

以
上
本
論
各
項
に

一
瞥
し
た
支
那
肚
會
の
態
様
よ
り
斯
か
る
肚
會
が
所
謂
封
建
的
肚
會
な
り
と
は
如
何
に
し
て
も
言
ひ
得
な
い
や

」う
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
事
は
實
は
既
に
昭
和
五
年

一
月

「
支
那
封
建
社
倉
考
」
な
る
拙
文
を
書
い
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
豊
.
.
侮

餐

・
同
年
・
・
痩

氏
が
亦
「隻

謹

霞

於
け
る
集

象
亀

主
」
・
蓄

文
葵

表
・
で
(轟

)
需

的
・
封
建

護

を
否
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
支
那
で
は
陶
希
里
民
等
が
非
封
建
論
者

で
あ
る
。
然

る
に
も
拘
ら
す
伺
ぼ
封
建
的
社
倉
論

の
多
く

行
は
る
玉
所
以
は
思

ふ
に
左

の
数
端
に
存
す
る
や
う

で
あ
る
。

第

一
は
支
那
が
未
だ
資
本
主
義
的
肚
會
に
な

っ
て
み
な
い
と

い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
生
産
道
具
、
方

法
に
盛
り
攣
化
が
な

い
と
い
ふ



.

轟

懲

零

邑
礫
㌧属
下
,
.茜
雲

.腎

、
.

・

り
.

・、

・

、・
.

乱
書

謹

哩
嘔

毒
「∵
.

.

・蹟
一で
む
る
α、
軍

に
資
本
主
義
的
壮
齢

で
な

い
か
ら
封
建
的
砒
曾
な
り
と
駕
す
の
は
問
題

に
な
ら
ぬ
が
、
生
産
道
具
,
方
法
の
無
攣

化

賎ど
い
、ふ
ご
ど
に
就
で
は
少
し
攻
究
を
要
す

る
。

「
天

工
開
物
」
等

に
見
交
る
農
具
其

の
他
が
今

日
の
も

の
と
全
く
同
様

で
あ
る
如
く

.一
般
に
生
産
道
具
の
攣
化
少
な
き

こ
と
ば
確
か
に
認
め
ら
れ
る
。
灌
漑

の
爲
」
北

支
那
で
多
く
用
ぴ
ら
る

」
桔
梗
や
南
支
那
で
多
ぐ

用
び
ら
れ

る
龍
車
の
.名
前
は
早
く
戦
画

の
頃
か
ら
見
ら
れ
る
程
で
あ
る
。
し
か
し
之
等
生
産
道
具
の
無
憂
化

に
拘
ら
す

土
地
の
所
有

形
態

共

の
他

に
大
憂
化
が
あ

っ
た

こ
.ど
は
既
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
作
物

の
種
類

や
耕
作
の
方
法
な
ど

に
も
攣
化
が
あ
っ
た
。
農

.耕
方
法
は
漢
末
頃
か
ら
従
前

の
粗
放
的
な
も

の
が
集
約
的
と
な

っ
て
來
,
宋
代
以
後

は
全
く
現
今

の
如
き
状
況
を
呈
す
る
に
至

っ
た

の
で
あ
る
,
壮
會
現
象

と
し

て
も
諸
種

の
憂
化
が
あ
っ
た
。
從

っ
て
生
産
道
具
の
無
雙
化
が
必
ず
し
も
社
倉
を
無
攣
化
に
し
て
居
る

国軍
峰
ア
=
(
.㌔

鐸
愛
』
膚
ノ
〔
度
,k

コ
)
誌
目
旧
寿

)
屯
,ト
ビ
弔
土
寄
月
br
一華
功
距
一
!
・D
レヒ
績
ド
多

(
o

.
鐸
二
は
支
捌
力
末
派
渥
誰
蕗
瓶
腐

で
な
く

メ
税

.
斯
羊

に
国
詰
筆
力
彦
泣
温
齪
に
萄
謡
啓
瀦
て
な

〉
と
V
オ
禦

で
津
老

ア、
非

は
有
徳

の
賢
人
が
政
治
を
爲
す
で
ふ
支
那

の
政
治
思
想

か
ら
愚
人
た
る
人
民
の
意
見

を
徴
す
る
爲
に
講
會
を
設
け
た
り
権
利

の
保
誰

、陣を
人
民
に
誓

っ
て
憲
法
を
作
る
等

の
こ
と
が
無
か

っ
た
當
然

の
結
果

で
あ
る
が
、
事
實
と
レ
て
は
人
格

・
所
有
が
自
由

で
あ
ゆ
、
放

埒
な
人
民
で
ざ
.へ
あ

っ
た

こ
と
既
述
し
た
所
で
あ
る
。
徳
治
政
治
の
根
本
思
想
が
天
嘉
自
民
器
で
支
那
肚
會

に
於
け
る
輿
論

の
.力
は

案

外
人
な
る
嚢
の
で
あ

っ
た
。
慣
習

の
重
ん
ぜ
ら
れ
る
英
國

に
自
由
な
し
と
言

ふ
ζ
と
が
出
来
ぬ
と
成
文
的
な
ら
ざ
る
を
以

て
支
那

に
自
嵐
少
な
し

と
ば
言

へ
ぬ
の
で
あ
る
。
.若
し
人
命
な
ど
が
粗
末
に
せ
ら
る

工
場
合
が
あ
っ
た

と
し
て
も
」
そ
れ
は
自
由
が
否
認
せ

ッち
れ
て
る
る
欝

で
は
な
く

て
,
.人
口
過
剰
等
別
種
の
條
件
か
ら
で
あ
る
。
・

.

訳
筆
三
に
支
部
が
肯

ほ
皆
殊
的
家
族
制
度
、
ギ

ル
ド
的
組
織
等
封
建
的
書
物

を
有

っ
て
む
る
と
い
ふ
瓢

で
あ
る
。
し
か
し
縛
殊
的
家

.現
、代

支
.那
.吐

會

論

策

}
巻

九

一

第

一
號

九

[

」..
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肚

會
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族
制
度

の
意
味
が
若
し
五
世
祠
堂
等

の
共
暴
的

形
態

と
考

へ
ら
れ

て
る
る
な
ら
.
斯
か
る
も

の
は
漢
代
察
琶

の
三
世
同
居
歩
既

に
義
.・

門
と
さ
れ
た
如
く
古
く
か
ら
絵
り
存
在

せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
戦
國

の
孟
子
が
今
農
夫
五
口
之
家

と
言

っ
て
み
る
如
く

一
家

五
六

人
の
小
家
族
が
並
日
遍
的
形
態

で
あ

っ
た
。
尤
も
異
居
異
無
.の
小
家
族
で
も

血
縁
間

に
於
け
る
相
互
扶
助
的
現
象
は
現
在
と
難
も
見
ら

れ
一5
が
、
そ

の
代
り
鉗
外
部
的
に
は
正
反
封
に
利
害
打
算
的

で
あ
り
、
換
書
す
れ
ば
共
同
枇
會
的
家
族
を
軍
位
と
し

つ
玉
垂
盟

砒
會

と
し

て
は
頗

る
交
易
的
利
益
砒
會
で
あ
る
の
で
あ
る
。
會
館

・
公
所
其

の
他
各
種
の
鴛
等
ギ

ル
ド
的
組
織

の
存
在
も
亦
略
同
様

鷹
解

湧

せ
ら
る

」
で
あ
ら
う
。

然
ら
ば
支
那
肚
會
は

一
艦
如
何
な
る
肚
會

で
あ
る
か
。

こ
れ
に
就
て
は
従
来

の
特
殊
肚
會
読
を
も
.
一
膝
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で

・

あ
る
が
.
「
農
業

と
家
庭
手
工
業

と
の
結
び
付
き
」
て
ふ
ア
ジ

ア
的
生
産
様
式
肚
會
読
に
甥
し

て
は
橘
氏
と
共
に
軍

に
生
産
關
係

に
於

く
の
み
見
ら
れ
る
斯
か
る
現
象
は
必
ず
し
も
東
洋
濁
特

の
も

の
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
す
、
鰍
洲
に
於

て
も
嘗
て
産
業
革
-令
前
各

地
方

覧

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
假
令
経
済
現
象
の
考
察
と
し
て
も
生
産
關
係
の
み
に
よ
っ
て
全
羅

會
の
形
態
が
判
讐

れ

る
と
す
る
偏
狭
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
官
僚
的
前
資
本
主
義
肚
會
読
は
橘
氏

・
陶
氏
寺

の
言
ふ
所

で
、
内
容
は
卑
見
と
大
差
な
い

の
.で
あ
る
が
、
只
之
に
前
資
本
主
義
な
る
名
稻
を
與

へ
る
こ
と
は
支
那
が
今
後

必
す
所
謂
資
本
主
義
壮
會

に
護
戻
す

る
ζ
と
を
前
提

r

と
す

る
も

の
で
、

一
種

の
公
式
論
的
表
現
た
る

の
諦
を
免
れ
ぬ
。

.

理
髪

謹

會
の
性
質
を
明
に
す
る
爲
に
は
嘉

歴
史
の
鷺

募

・
い
き

と
が
必
要
で
あ
る
・
然
る
に
含

・
蓬

史
叢

扱
ふ
人
々
の
間
に
於
て
も
此
の
問
題
は
諸
説
紛
々
と
し
て
一
定
す
る
所
が
な
い
。
.否
、
庇

の
時
代
旺
分
が
學
問
的
に
決
定
し
て
居
れ

繍
實
は
現
代
支
那
が
封
建
的
な
り
や
否
や
等
の
問
題
を
今
更
論
究
す
る
必
要
は
無
い
の
で
あ
る
。
所
で
、
本
論
の
各
項
に
於
て
唐
末



か
ら
宋
初
を
過
渡
期
と
し
此
の
前
後
に
非
常
友
る
一
位
曾
蟹
革
が
あ
っ
た
と
と
を
看
取
さ
れ
た
で
あ
ら
う
が
、
卑
見
に
よ
れ
ば
斯
か
る

蝿
変
化
は
漢
末
を
界
と
し
て
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
と
で
私
は
肢
末
周
初
か
ら
漠
末
ま
で
を
一
段
と
し
て
古
代
、
貌
菅
南
北
朝
か

包
唐
末
ま
で
を
中
世
、
宋
代
以
後
清
末
陀
至
る
ま
で
を
近
世
又
は
近
代
と
し
・
古
代
と
中
世
と
の
聞
に
漢
末
か
ら
三
園
時
代
を
経
て

麓
膏
の
初
陀
至
る
百
数
十
年
間
の
過
渡
期
、
中
世
と
近
世
と
の
閣
に
も
唐
末
か
ら
王
代
を
経
て
宋
-
初
に
至
る
掠
百
数
十
年
の
過
渡
期

b
z
置
〈
時
代
甚
分
を
立
て
L
居
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
肢
末
前
が
偉
詩
的
原
始
時
代
、
清
末
の
南
京
保
約
締
結
の
頃
か
ら
現
在
に
室

者
約
百
年
間
は
近
世
か
ら
次
の
時
代
へ
の
過
渡
期
を
潟
し
て
居
る
も
の
で
あ
り
、
此
の
過
渡
期
は
今
後
も
宵
ほ
相
営
機
演
す
る
も
の

と
殻
て
ゐ
る
α

此
の
過
渡
期
主
て
芝
来
る
の
が
歴
史
的
に
所
謂
現
代
な
の
で
あ
る
(
誤
毎
世
話

170そ
れ
で
厳
密

そ
め
性
格
決
定
も
筒
ほ
未
来
の
と
と
に
麗
ず
る
。
従
っ
て
表
題
に
言
ふ
現
代
支
部

院
は
支
那
に
は
未
だ
現
代
は
加
盟
…
い
の
で
あ
っ
て

の
意
味
も
草
に
現
在
若
く
は
現
在
陀
注
ヤ
時
期
の
窓
味
陀
外
な
る
ぬ
が
、

巾
ん
が
池
波
刻
た
ち
限
り
叫
が
歩
的
郡
山
訴
と
此
ハ
に
討
古
川
前
代

κ

私
見
ら
れ
な
か
っ
た
退
歩
的
現
象
の
現
は
る
L
と
と
あ
り
・

之
等
に
よ
ヲ
て
そ
の
護
建
階
段
的
地
位
を
掴
ま
ん
と
す
る
と
と
は
不
都

A

甘
を
甜
{
守
る
場
合
が
あ
る
。
本
論
が
現
代
支
郊
を
論
ぜ
ん
と
し
て
賓
は
主
と
し
て
近
世
支
那
を
劃
象
と
し
た
の
も
此
の
潟
で
あ
り
、

国
橋
氏
等
め
言
ふ
官
僚
的
前
資
本
主
義
枇
舎
と
い
ふ
も
此
の
近
世
を
含
め
た
現
代
に
謝
す
る
名
稽
に
外
注
ら
ね
。

私
ば
主
詑
の
時
代
直
分
陀
於
け
る
各
時
代
の
特
徴
と
し
て
政
治
的
陀
古
代
を
封
建
政
治
、
中
世
を
名
族
政
治
、
近
世
を
〈
君
主
一
専

制
的
)
官
僚
政
治
と
し
て
ゐ
答
。
封
建
政
治
は
更
に
鞍
園
時
代
迄
の
分
権
的
封
建
政
治
と
寮
漢
の
集
権
的
封
建
政
治
と
に
分
け
て
ゐ

惑
が
、
之
ぼ
憎
も
目
本
の
武
家
時
代
が
豊
織
以
前
の
分
権
的
封
建
と
徳
川
の
集
模
的
封
建
と
に
分
け
ち
れ
あ
陀
劉
比
す
る
。
名
挨
政

品
市
音
階
以
前
の
分
槽
的
名
旗
政
治
と
惰
唐
の
集
権
的
名
検
政
治
と
把
分
け
る
が
、
封
建
政
治
と
名
挨
政
治
と
の
相
遣
を
前
者
政
権
保

現
代
支
那
ザ
粧
品
習
論

ゴL

第

盟主

第

巻

九

A

判;ト
r
d

唱



現

代
.支
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肚

會
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九
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第
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號

九
四
　

持

の
基
礎
が
武
力
で
あ
る
に
後
者

の
そ
れ
は
家
柄

に
根
抵
す
る
黙
に
置

い
て
み
る

(
君
主
専
制
的
)
。

官
僚
政
治
も
明
清

の
完
成
さ
れ

た
る
官
僚
政
治

と
そ
れ
以
前

の
未
完
成
な
る
官
僚
政
治
と
に
覆
別
し
て
も
良

い
で
あ
ら
う
。
.官
僚
が
封
建
の
武

士
に
謝
し
て
全
く
の

文

士
で
あ
り
、
名
族

の
封
鎖
的
身
分
に
封
し
て
自

己
の
才
能

に
よ
る
開
放
的
身
分
な
る

こ
と
は
既
に
述

べ
た
。
経
済
的
に
も
夫

々
特

殊

の
名
樗
を
考

へ
て
居
る
の
で
あ
り萄
が
.
結
局
上
記

の
政
治
形
態

に
伴

ふ
封
建
的
経
済
.・
名
族
的
経
済
及
び
官
僚
的
経
済
と
す
る
こ

志
が
便
利

で
あ
り
、
総
じ
て
斯
か
る
砒
會
を
夫

々
封
建
的
肚
禽

・
名
族
的
耐
會
及
び
官
僚
的
耐
會

と
し
て
み
る
。
勿
論
,
経
済
形
態

を
中
心
と
し
て
考

へ
る
と
と
も

「
向

差
支

へ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
経
済
現
象
は
随
分
多
岐
に
亘
っ
て
居
り
,
從
來
も
生
産
形
態
.

生
産
方
法
、
生
産
要
素
、
分
配
形
態
.
生
産
消
費
關
係
等

に
よ
る
考
察
が
あ
っ
た
。

こ
れ
等

一
方
面
か
ら

の
考
察
を
以
て
附

せ
ら
れ

た
名
構
が
果
し

て
全
盟
肚
會

の
性
質
を
表
現
す
る
に
適
切
で
あ
る
か
は
伺

ほ
考
究
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
生
産
逆
真
読
が
必

ず

し
も
支
那
に
當
蔽
ら
ぬ
こ
と
は
既
述
し
た
如
く
で
あ
る
。

.

從

っ
て
現
代
支
那
は
斯
か
る
官
僚
的
肚
會
が
崩
壊

し
て
新
ら
し
い
肚
會
を
形
成
せ
ん
と
す
る
所
謂
過
渡
期
的
肚
會

で
あ

っ
て
、
官

僚

的
紅
會

の
意
味
.
内
容

に
就
て
は
本
論
各
項
の
説
明
に
自
ら
大
艦

の
素
描
を
終

へ
た
心
算
で
あ
る
。
而
し
て
新
ら
し
い
肚
會
に
於

け

る
政
治
形
態

が
立
憲
的
共
和
政
治

で
あ
り
蹄
経
済
に
於
て
近
代
的
な
機
械
生
産
方
法
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
過
渡
期

に
於
け
　

る
史
潮
に
よ
っ
て
大
凡
、
見
當

づ
け
ら
れ
る
所
で
あ
る
か
ら
現
代
砒
會

の
性
質
も
亦
㌦
こ
れ
と
併
せ
理
解
し

て
差
支

へ
な
い
歪
あ
ら

う
つ
但
、

近
代
的
機
械
を
採
用
し
た
社
倉

が
所
謂
資
本
主
義
的
杜
會
で
あ
る
か
否
か
は
頗
る
疑
問

で
あ
る
。
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